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協
働
で
築
き
あ
げ
る
ま
ち
づ
く
り

～
平
成
29
年
度
コ
ス
モ
ス
ト
ー
ク
～

　

市
と
地
域
の
皆
さ
ま
が
意
見
交
換
を
行
う
「
コ
ス
モ
ス
ト
ー
ク
」

が
終
了
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
日
の
ご
意
見
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答
を

記
載
し
た
結
果
概
要
は
各
自
治
会
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
代
表

的
な
ご
意
見
・
ご
質
問
と
市
の
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。

佐方福祉センターで市長が施政方針を説明

子
育
て
・
教
育

Ｑ
英
語
教
育
が
ど
う
な

っ
て
い
る
か
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
幼
稚
園
か
ら
中
学
校

ま
で
の
12
年
間
を
通

じ
て
英
語
の
授
業
を
進
め
て
い

く
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
事
業
」
を
行
っ
て
い
る
。

幼
稚
園
で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
中
心
に
指
導
す
る
外
国
人
講

師
を
１
人
、
学
校
園
の
日
常
生

活
に
従
事
す
る
外
国
人
講
師
を

２
人
配
置
し
、
生
き
た
英
語
に

触
れ
る
機
会
を
作
っ
て
い
る
。

小
学
校
で
は
３
人
を
配
置
し
、

小
学
５
・
６
年
生
は
年
間
35
時

間
、
小
学
１
～
４
年
生
は
年
間

10
時
間
の
授
業
を
行
っ
て
い
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健
康

・
福
祉

いきいき百歳体操（矢野ふれあい広場）

る
。中
学
校
に
も
１
人
配
置
し
、

年
間
を
通
し
て
３
中
学
校
を
計

画
的
に
回
る
こ
と
に
よ
り
、
外

国
人
講
師
を
有
効
に
使
っ
た
授

業
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
英
語
の
先
生
た
ち
が

市
内
で
英
語
の
研
究
・
研
修
を

す
る
こ
と
に
加
え
、
関
西
大
学

の
田
尻
教
授
に
も
監
修
い
た
だ

き
、研
究
授
業
を
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
各
学
校
で
の
指
導
に
活

か
し
て
い
る
。

Ｑ
市
民
体
育
館
の
工
事

が
10
月
か
ら
と
聞
い

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
工
事

を
行
う
の
か
。

Ａ
競
技
場
の
屋
根
防
水

と
屋
根
を
支
え
る
骨

組
み
で
あ
る
ト
ラ
ス
の
塗
装
、

傷
み
の
激
し
い
床
の
改
修
、
照

明
器
具
の
改
修
及
び
ト
イ
レ
の

洋
式
化
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

床
は
こ
れ
ま
で
研
磨
し
て
き
て

い
る
が
、
こ
れ
以
上
難
し
い
状

況
で
大
変
危
険
で
あ
る
た
め
、

は
り
替
え
を
考
え
て
い
る
。
空

調
設
備
に
つ
い
て
は
、
大
き
な

費
用
が
か
か
る
問
題
で
あ
り
、

他
の
建
物
と
の
優
先
順
位
の
中

で
は
ま
だ
高
く
な
い
と
判
断
し

て
い
る
。

Ｑ
市
内
に
産
婦
人
科
を

設
置
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
産
婦
人
科
の
設
置
に

は
、
複
数
の
医
師
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
招
へ
い
が
難

し
く
、
経
費
面
に
お
い
て
も
莫

大
な
設
備
投
資
と
な
る
こ
と
か

ら
大
変
難
し
い
。
県
が
平
成
28

年
10
月
に
策
定
し
た
「
兵
庫
県

地
域
医
療
構
想
」
で
は
、
限
ら

れ
た
医
療
資
源
を
広
域
で
連
携

す
る
計
画
と
し
て
お
り
、
今
後

は
ま
す
ま
す
医
療
の
高
度
化
・

専
門
化
・
広
域
化
が
進
ん
で
い

く
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
国
保
税
が
広
域
化
で

値
上
が
り
す
る
と
聞

い
た
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

Ａ
相
生
市
は
一
人
あ
た

り
の
医
療
費
が
県
内

で
は
非
常
に
高
い
が
、
国
保
税

は
低
く
抑
え
て
い
る
た
め
、
今

後
、
広
域
化
で
県
が
保
険
料
を

平
準
化
す
る
と
、
保
険
料
が
上

が
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
急
に
上
げ
る
と
負

担
が
重
く
な
る
の
で
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
最
大
６
年
間
で
少
し

ず
つ
上
げ
て
い
く
激
変
緩
和
措

置
が
取
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
高
齢
者
の
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
２
０
２
５
年
に
団
塊

の
世
代
が
75
歳
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
高
齢
者
の
総

合
相
談
窓
口
で
あ
る
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
や
「
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
運
営
、

介
護
予
防
活
動
の
普
及
啓
発
を

行
う
「
あ
い
お
い
元
気
ア
ッ
プ

講
座
」
や
「
い
き
い
き
百
歳
体

操
」
の
支
援
な
ど
、
在
宅
生
活

を
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
重
点

的
に
進
め
る
こ
と
で
、
高
齢
者

福
祉
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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完成した相生ペーロン海館

ワイヤーメッシュの敷設の様子

産
業

・
環
境

都
市
整
備

Ｑ
空
家
対
策
や
古
民
家

な
ど
へ
の
活
用
に
つ

い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
近
隣
に
被
害
を
及
ぼ

す
空
家
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
の
適
正
管
理
へ
の
理
解

が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、「
空
家
等

対
策
協
議
会
」
で
諮
り
、
危
険

空
家
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
修
繕

や
撤
去
の
命
令
や
勧
告
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

今
年
度
か
ら
空
家
の
相
談
窓
口

を
地
域
振
興
課
に
一
本
化
し
た

の
で
、ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
空
家
を
古
民
家
カ
フ

ェ
な
ど
と
し
て
利
活
用
す
る
際

に
助
成
を
す
る
「
空
家
活
用
支

援
事
業
」
な
ど
を
創
設
し
た
の

で
、
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
相
生
ペ
ー
ロ
ン
海
館

の
使
用
目
的
を
教
え

て
ほ
し
い
。

Ａ
ペ
ー
ロ
ン
が
長
崎
か

ら
当
市
に
伝
来
し

て
今
年
で
95
年
と
な
る
が
、

１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
ペ
ー

ロ
ン
文
化
の
伝
承
・
発
信
と
地

域
住
民
の
交
流
拠
点
と
し
て
整

備
を
行
っ
た
。
主
な
使
用
は
、

ペ
ー
ロ
ン
艇
の
展
示
と
格
納
、

体
験
乗
船
の
た
め
の
乗
艇
施
設

で
あ
る
。

Ｑ
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
対
策

は
何
か
し
て
い
る
の

か
。
狩
猟
免
許
保
持
者
の
人
数

が
減
少
、
高
齢
化
し
て
い
る
。

Ａ
侵
入
防
止
対
策
と
ハ

ン
タ
ー
の
増
加
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
侵
入
防
止
対

策
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
矢
野

町
と
若
狭
野
町
で
、
も
ぐ
り
込

み
対
策
を
実
施
し
て
お
り
、
一

定
の
効
果
が
出
て
い
る
。ま
た
、

今
年
度
か
ら
狩
猟
免
許
の
受
験

や
講
習
会
の
手
数
料
、
猟
友
会

の
入
会
金
年
会
費
な
ど
の
助
成

制
度
を
設
け
、
ハ
ン
タ
ー
の
人

数
増
を
図
っ
て
い
る
。

Ｑ
高
取
峠
の
ト
ン
ネ
ル

化
に
つ
い
て
進
捗
状

況
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
平
成
27
年
12
月
に
「
相

生
・
赤
穂
広
域
幹
線

道
路
整
備
促
進
協
議
会
」
が
再

開
し
、
国
道
２
５
０
号
・
高
取

峠
ト
ン
ネ
ル
の
事
業
化
お
よ
び

県
道
竜
泉
那
波
線
の
整
備
促
進

を
図
る
た
め
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
兵
庫
県
の
社
会
基
盤
整
備

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
県
道
竜
泉

那
波
線
が
平
成
35
年
を
目
途
に

完
了
す
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
国
道
２
５
０
号
・
高
取
峠

ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
位
置
付
け
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
方
向
性
や
実
現
可

能
性
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

る
。
県
会
議
員
及
び
市
長
と
市

会
議
員
な
ど
が
一
緒
に
県
民
局

や
県
庁
に
出
向
き
、
要
望
活
動

を
行
い
、
位
置
付
け
の
お
願
い

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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アニメーション動画で市をＰＲ

防災行政無線（写真は駅南第２公園）

防
犯

・
防
災

行
政
一
般

Ｑ
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
進
め
て
ほ
し
い
。

Ａ
街
灯
は
市
が
道
路
に

設
置
し
て
い
る
「
道

路
街
灯
」
と
地
域
で
設
置
し
て

い
る
「
防
犯
灯
」
の
２
つ
が
あ

り
、
道
路
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

関
し
て
は
順
次
進
め
て
い
る
。    

　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
昨

年
か
ら
自
治
会
に
対
し
て
費
用

の
半
分
を
助
成
し
て
い
る
が
、

申
請
が
多
い
た
め
、
待
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

Ｑ
防
災
行
政
無
線
は
ど

の
よ
う
な
場
合
に
放

送
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
主
に
定
時
放
送
と
緊

急
放
送
が
あ
る
。
定
時

放
送
は
、
機
器
の
動
作
確
認
を

兼
ね
て
10
月
か
ら
３
月
ま
で
は

17
時
に
市
歌
を
流
し
て
い
る
。

緊
急
放
送
は
、
警
報
や
避
難
勧

告
な
ど
の
発
令
の
際
に
流
れ
る

も
の
で
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
自

動
的
に
放
送
さ
れ
る
。
音
に
関

し
て
は
、
定
時
放
送
は
小
さ
く

し
て
い
る
が
、
緊
急
放
送
は
最

大
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
聞
こ
え
に
く
い
場
合

は
、
２
４
ー
７
０
６
７
に
か
け

て
い
た
だ
く
と
、
内
容
が
聞
け

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
防

災
メ
ー
ル
や
テ
レ
ビ
を
確
認
す

る
な
ど
、
積
極
的
な
情
報
収
集

を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
地
域
創
生
事
業
に
つ

い
て
今
後
ど
う
し
て

い
く
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
地
域
創
生
は
、
人
口
減

少
対
策
と
地
域
の
活

性
化
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
お

り
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
度
か
ら
定
住
促

進
施
策
を
行
っ
た
結
果
、
社
会

増
に
繋
が
っ
て
い
る
。今
後
は
、

地
域
活
性
化
の
た
め
相
生
ペ
ー

ロ
ン
海
館
や
来
年
度
に
完
成
予

定
で
あ
る
駅
前
の
総
合
情
報
発

信
施
設
な
ど
、
様
々
な
施
設
を

連
携
さ
せ
な
が
ら
、
交
流
人
口

も
増
や
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
企
業
を
誘
致
し
、
市
内

の
雇
用
を
確
保
し
て

も
ら
い
た
い
。

Ａ
新
た
な
企
業
誘
致
は

大
変
難
し
い
状
況
で

あ
る
た
め
、
現
在
、
姫
路
市
を

中
心
と
す
る
８
市
８
町
の
連
携

中
枢
都
市
圏
の
な
か
で
、
交
通

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
活
か
し

て
、
子
育
て
・
教
育
支
援
の
充

実
し
た
住
環
境
は
相
生
市
、
働

く
場
所
は
姫
路
市
を
中
心
と
す

る
市
外
と
い
う
形
で
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
市
内
外
の
多
く
の

人
に
相
生
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
よ
り
戦
略
的
な
発

信
を
推
進
し
て
い
く
。

平成２９年度コスモストーク
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自治功労者表彰
　長年にわたる市政に対する多大な貢献が認められ、

表彰されました。おめでとうございます。

大
おおかわ

川幸
ゆきのり

矩さん今
い ま い

井敏
としゆき

之さん 小
こ に し

西高
た か お

男さん

武
たけもと

本尚
たかし

さん山
やまもと

本綾
あ や こ

子さん頓
とんぐう

宮正
まさゆき

之さん

平
成
30
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
徹
底

問
税
務
課
市
民
税
係　

☎
㉓
７
１
２
８

問
徴
収
対
策
室　

☎
㉓
７
１
５
２

市
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

　多重債務、失業などに対し、生活
設計を一緒に考え、アドバイスする

「生活再建を目指した滞納整理」を
推進しています。

困った時は納付相談を

　納期内に納める
ことが困難な場合
は、ぜひご相談く
ださい。

　

市
税
は
、
教
育
・
防
災
や
公
園
・

道
路
の
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
、
皆
さ

ん
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
納
め
忘
れ
た
場
合
は
延
滞
金
が

か
か
り
、
滞
納
処
分
（
差
押
）
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
11
月
・
12
月
は
市

税
徴
収
強
化
月
間
で
す
。
納
期
内
納

付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
「
口
座
振
替
」

　

一
度
手
続
き
す
れ
ば
、
毎
回
納
付

に
出
向
く
手
間
が
省
け
て
と
て
も
便

利
で
す
。
通
帳
印
・
通
帳
（
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の
）
を
お
持
ち
の
う

え
、
市
内
金
融
機
関
ま
た
は
徴
収
対

策
室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
24
時
間
可
能
な「
コ
ン
ビ
ニ
納
付
」

　

督
促
状
な
ど
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字

さ
れ
た
納
付
書
は
全
国
の
主
な
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま

す
。
納
期
限
の
過
ぎ
た
も
の
や
税
額

が
30
万
円
を
超
え
る
も
の
な
ど
は
取

り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も

　

４
月
よ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
市
税
等
（
国
保
税
を
含
む
）
の
納

付
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ご
利
用

は
、「yahoo!

公
金
支
払
い
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
、
分
割
払
い
を
指
定
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

★
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

ＱＲコード

　

勤
務
先
の
給
与
か
ら
個
人
住
民
税

が
特
別
徴
収（
給
与
か
ら
差
し
引
き
）

さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
身
で
納
税
（
普

通
徴
収
）
し
て
い
る
人
は
、
平
成
30

年
6
月
以
降
の
給
与
か
ら
、
原
則
と

し
て
特
別
徴
収
に
変
わ
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

◆
1
回
あ
た
り
の
納
税
額
が
少
な
く

な
り
ま
す

◆
毎
月
の
給
与
か
ら
差
し
引
か
れ
る

た
め
、
金
融
機
関
な
ど
へ
納
税
に
出

向
く
手
間
が
省
け
ま
す
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
療
費
を
助
成

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

問
子
育
て
元
気
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉒
７
１
７
５

これらの手当は申請
により支給されます。
要件に該当する場合
は子育て支援係に申
請してください。

■
児
童
扶
養
手
当

　

離
婚
や
死
別
な
ど
に
よ
り
ひ
と
り

親
と
な
っ
た
家
庭
な
ど
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

▼
児
童
の
要
件

◆
父
母
が
離
婚
ま
た
は
死
亡
し
た

◆
父
ま
た
は
母
に
①
重
度
の
障
害
が

あ
る
②
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

◆
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い

◆
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き

続
き
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

◆
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
に
懐
胎
し
た

▼
保
護
者
の
要
件

　

児
童
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
高
校
卒
業
ま
で
（
一
定
の
障

害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
る
養
育
者

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ
る

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

▼
児
童
の
要
件

◆
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
と
2
級
、

養
育
手
帳
A
お
よ
び
こ
れ
ら
と
同
程

度
の
障
害
が
あ
る

◆
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
と
4
級
の

一
部
、
療
育
手
帳
B
の
一
部
お
よ
び

こ
れ
ら
と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る

◆
身
体
の
内
部
に
障
害
が
あ
る

▼
保
護
者
の
要
件

　

児
童
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す

る
父
ま
た
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
る
養
育
者

★
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

◆
請
求
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
所

得
が
一
定
の
額
を
超
え
て
い
る

◆
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る

※
他
に
も
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

12
月
1
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
11
月
中

旬
に
世
帯
ご
と
に
発
送
し
ま
す
の

で
、
12
月
1
日
以
降
に
医
療
機
関
を

受
診
す
る
際
は
、
新
し
い
被
保
険
者

証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
限
切
れ
の
被
保
険
者
証
は
、
細

か
く
切
る
な
ど
し
て
処
分
す
る
か
、

市
役
所
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■
臓
器
提
供
意
思
表
示

　

被
保
険
者
証
の
裏
面
に
は
「
臓
器

提
供
意
思
表
示
欄
」
を
設
け
て
い
ま

す
。
表
示
欄
の
保
護
シ
ー
ル
が
必
要

な
場
合
は
、
国
保
年
金
係
窓
口
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
納
税
の
相
談

　

国
民
健
康
保
険
税
を
納
期
限
内
に

納
付
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
納
税
相

談
の
う
え
、
被
保
険
者
証
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証
の
切
替

　

退
職
し
て
加
入
し
て
い
た
保
険
の

資
格
が
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
就
職

に
よ
り
国
民
健
康
保
険
か
ら
他
の
保

険
に
変
更
と
な
っ
た
場
合
、
国
民
健

康
保
険
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
、
鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

施
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
指
定
の
施
療
所
で
施
術
を
受
け

た
と
き
、
割
引
が
受
け
ら
れ
る
利
用

券
を
申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

※
医
療
保
険
の
適
用
を
受
け
る
場
合

は
対
象
外
で
す
。

■
期
間　

平
成
30
年
3
月
ま
で

■
助
成
金　

１
，
０
０
０
円
／
回

（
12
枚
綴
り
１
人
１
冊
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
健

康
保
険
被
保
険
者
証
や
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の



City topics≪≪≪

「あいさつで　広がる笑顔　つながる心」 82017.11広報

相
生
市
文
化
会
館
運
営
審
議
会
委
員
の
募
集

問
生
涯
学
習
課　

☎
㉓
７
１
１
８

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係　

☎
㉒
７
１
６
７

差
別
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て

あいあいのつどい
　12月3日～9日の「障害者週間」
にあわせて、12月3日㈰に「あい
あいのつどい」を開催します。
　詳細は、広報折込チラシをご覧
ください。

ま
ち
な
み
ガ
ー
デ
ン
庭
主
大
募
集
!!

問
地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係　

☎
㉓
７
１
３
０

　

平
成
28
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
は
、
全
て

の
人
が
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け

隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
お
互
い
に

尊
重
し
な
が
ら
共
に
生
き
て
い
く
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

■
障
害
者
差
別
解
消
法
の
ポ
イ
ン
ト

　

こ
の
法
律
は
、
国
・
地
方
公
共
団

体
な
ど
や
会
社
・
店
な
ど
の
民
間
事

業
者
が
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
を
禁
止

し
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
を
求
め

て
い
ま
す
。事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

適
切
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
と
は

　

障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
正
当

な
理
由
が
な
く
、
障
害
を
理
由
と
し

て
差
別
す
る
こ
と
で
す
。
正
当
な
理

由
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
説

明
し
、
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

〈
具
体
例
〉

◆
障
害
を
理
由
に
、
受
付
の
対
応
を

拒
否
す
る
。

◆
ア
パ
ー
ト
を
さ
が
し
て
い
る
の

に
、
障
害
者
向
け
の
物
件
は
な
い
と

対
応
し
な
い
。

■
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
と
は　

　

障
害
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
対

応
を
必
要
と
し
て
い
る
と
の
意
思
が

伝
え
ら
れ
た
と
き
に
、
負
担
が
重
す

ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と
で

す
。

〈
具
体
例
〉

◆
段
差
が
あ
る
場
合
に
、
車
い
す
利

用
者
の
補
助
を
す
る
。

◆
耳
の
不
自
由
な
人
に
対
し
、
筆
談

で
意
思
疎
通
を
す
る
。

　

5
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰
に
開
催
予

定
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
庭
主
を

募
集
し
ま
す
。
日
ご
ろ
丹
精
を
込
め

て
育
て
た
庭
や
庭
先
な
ど
の
公
開
を

き
っ
か
け
に
、
た
く
さ
ん
の
花
仲
間

を
作
り
ま
せ
ん
か
？

■
対
象　

期
間
中
、
庭
や
展
示
物
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
人　

■
参
加
費　

無
料

■
申
込　

12
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
係
へ
（
電
話
可
）

★
募
集
要
項
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
地
域

振
興
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
内
容　

会
館
の
運
営
に
関
す
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
、
円
滑
か
つ
効
果

的
な
運
営
が
図
れ
る
よ
う
審
議
す
る

■
応
募
資
格　

20
歳
以
上
の
市
内
在

住
者
で
会
議（
年
2
回
程
度
平
日
夜
）

で
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
け
る
人

■
募
集
人
数　

3
人

■
任
期　

12
月
1
日
～
平
成
31
年
11

月
30
日
（
2
年
間
）

■
申
込 

11
月
26
日
㈰
ま
で
に
住

所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、

職
業
を
明
記
の
う
え
、
応
募
動
機
と

「
会
館
運
営
に
つ
い
て
期
待
す
る
こ

と
」を
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
程
度
・

様
式
自
由
・
返
却
不
可
）
に
ま
と
め

持
参
も
し
く
は
郵
送
（
〒
６
７
８-

０
０
４
１　

相
生
市
相
生
6
丁
目
1

番
地
1
）
※
11
月
26
日
㈰
必
着
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高
齢
者
な
ど
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

問
長
寿
福
祉
室　

☎
㉒
７
１
２
４

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
各
種
講
座
（
無
料
）
を
開
催

問
長
寿
福
祉
室　

☎
㉒
７
１
２
４

事業者 配達可能区域 配達可能時間 配達可能曜日

㈱コーワ
☎22-4429 市内全域

昼食：10時～
12時30分

夕食：16時～17時
日曜日以外

宅配クック123
相生赤穂店（※）
☎55-9222

市内全域 昼食：9時～12時
夕食：15時～18時 全日

だるま食堂
☎22-2873

市内全域（矢野・若狭野・
野瀬・鰯浜を除く）

昼食：11時～14時
夕食：16時～18時 金曜日以外

よりあいクラブ旭
☎22-5221

中央小学校区・双葉小
学校区の一部・那波地
区・大島町

11時30分～13時 日曜日以外

よりあいクラブ
古池　
☎23-7207

双葉小学校区・相生地
区（野瀬・鰯浜を含む）、
川原町・大谷町

昼食：10時～12時

日曜日以外
市内全域（矢野・若狭
野・野瀬・鰯浜を除く） 夕食：15時～17時

相生市
社会福祉事業団
☎29-1005

矢野・若狭野 12時～13時 水・金曜日

㈱食品館わかさの
☎28-1480 矢野・若狭野 15時～18時 日曜日以外

（※）10月1日付で新規事業者となりました

■
内
容　

高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の
昼

食
ま
た
は
夕
食
の
宅
配
と
安
否
確
認

■
対
象　

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
高

齢
者
と
重
度
障
害
者
の
み
の
世
帯
な

ど
（
そ
の
他
要
件
あ
り
）

■
利
用
回
数　

月
20
回
以
内

■
助
成
額　

1
食
に
つ
き
２
０
０
円

※
1
食
に
つ
き
３
５
０
円
程
度
の
自

己
負
担
が
必
要
で
す
。

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

▼
内
容　

介
護
事
業
所
の
事
例
発
表

な
ど

▼
テ
ー
マ　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
」

▼
対
象　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
、
そ

の
他
興
味
の
あ
る
人

▼
日
時　

12
月
15
日
㈮
10
時
～
11
時

30
分

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
4
階
多
目

的
ホ
ー
ル

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応

援
者
と
な
る
た
め
の
講
座
で
す
。

　

市
内
在
住
の
人
な
ど
を
対
象
に
公

民
館
や
学
校
な
ど
で
も
行
い
ま
す
。

▼
講
師　

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

★
受
講
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
目
印
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

を
お
渡
し
し
ま
す
。

★
企
業
な
ど
団
体
で
受
講
さ
れ
た
場

合
は
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
ま

す
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
交
付
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
を
送
付

問
姫
路
年
金
事
務
所　

☎
０
７
９
‐
２
２
４
‐
６
３
８
５

　

国
民
年
金
保
険
料
を
9
月
末
ま
で

に
納
付
し
た
人
に
は
11
月
上
旬
に
、

10
月
1
日
以
降
に
初
め
て
納
付
し
た

人
に
は
2
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

※
年
末
調
整
・
確
定
申
告
の
際
に

「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
適
用
を
受

け
る
場
合
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
年
金
出
張
相
談

▼
日
時　

12
月
7
日
㈭
10
時
～
15
時

▼
場
所　

扶
桑
電
通
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル

▼
持
ち
物　

年
金
手
帳
な
ど
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の

▼
申
込　

12
月
6
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
年
金
事
務
所
へ
（
先
着
16
人
）
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　那波小学校で運動会が行われました。「全力・
協力　那波小っ子　かがやく笑顔で優勝だ！」を
スローガンに、赤白に色分けされた131人の那波
小っ子たちが騎馬戦、綱引きなど18種目の演技
を披露し、保護者や地域住民ら観客を魅了してい
ました。

笑顔で優勝目指せ
９／２３

　扶桑電通なぎさホールで２カ月に１度、週末の
夕方に行われているロビーコンサート「なぎさラ
イブ」の席に、この日限定で桜楓会によるお茶席
が設けられ、「お月見ライブ」として無料でお茶が
振る舞われました。この日の同ライブは、劇団ユ
ニット企画≪UNI≫による朗読劇で約100人の観
客が鑑賞しました。

風情漂う秋景色
１０
／　　１

　相生の秋の風物詩「スポーツフェスティバル
2017“AIOI”」が開催されました。今年は小学２・
３年生の80m競走が加わり、短中長距離レースや
障害物パン喰い競争などで競いました。地区別対
抗リレーは那波・竜泉チームが２連覇。また、隣
接するあいりゅう広場でも、ストラックアウトや
体力測定など様々な催しで盛り上がりました。

秋空の大運動会
１０
／　　８
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　10月 １ 日 で 相 生 市 が75周 年 を 迎 え る こ と を
記念して、相生の昔を映像で振り返る「HAPPY 
BIRTHDAY 相生市！～映像でたどる75年」が扶桑
電通なぎさホールでありました。ＮＰＯ法人相生
いきいきネットが主催し、郷土歴史研究家の松

まつもと

本
恵
け い じ

司さん（写真右）による講演会など、約100人
が相生の歴史について学びました。

郷土を振り返る
９
／３０ 本番さながらの緊張感

９／１２

　近年、バス事故や無差別殺傷事件などが多発
していることを受け、事故発生時の初動体制や
救急救助活動を想定した「多数傷病者事故対応
訓練」が西播通運株式会社相生支店でありまし
た。播磨テクノラインで大型バスと普通乗用車
の衝突事故が発生したとし、西はりま消防組合
や市、警察などが連携体制を確認しました。

　中央幼稚園児がＪＲ相生駅の招待を受け、新幹
線構内に停車した紫色の新幹線「エヴァンゲリオ
ン」と黄色の新幹線「ドクターイエロー」を見学
しました。見学の後、駅員さんのお仕事について
勉強し、停車している「ドクターイエロー」との
写真撮影をしました。その後、名残惜しさのなか、
黄色い新幹線を笑顔で見送っていました。

２本の特別な新幹線
９
／１２美しい音色響く

　市内全小学５・6年生が生の音楽を体感し、豊
かな心を育成するため、交響楽団の演奏を聞く「連
合音楽鑑賞会」が扶桑電通なぎさホールで開催さ
れました。ヴァイオリンやチェロ、オーボエなど
計９人の演奏家がアメリカ音楽や映画音楽を披
露。最後は演奏に合わせて子どもたち全員で「大
切なもの」を歌いました。

１０
／　　２
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◇読書感想文◇
【相小】濱

は ま だ

田愛
あ い り

莉【那小】岡
おかもと

本倫
ともかず

和【双小】小
こばやし

林瑠
る う

羽、

岡
おかもと

本優
ゆ め

芽、志
し み ず

水愛
え ま

麻、赤
あかまつ

松恵
け い ほ

帆【若小】大
おおさき

崎秀
しゅうま

真【矢小】

阪
さ か た

田愛
あ み

実【青小】井
いのうえ

上和
か ず や

哉【中小】米
よねもと

本慎
し ん た ろ う

太郎、佐
さ と う

藤

伊
い ぶ き

吹、石
いしはら

原隆
りゅういちろう

一郎【那中】谷
たにばやし

林奈
な み

美、増
ま す だ

田伊
い ま り

万里【双中】

平
ひらまつ

松昂
こうだい

大、井
い づ つ

筒愛
ま こ と

琴【矢中】森
もりおか

岡凜
りん

、木
きのした

下愛
あ ゆ

唯

◇科学研究記録◇
【相小】松

ま つ だ

田大
だ い き

暉【那小】竹
た け た

田結
ゆ う や

哉、竹
た け た

田結
ゆ い

衣【双小】

中
なかはら

原望
み ゆ

結、佐
さ は ら

原小
こ む ぎ

麦、藤
ふじわら

原周
しゅうた

大【若小】山
やまもと

本航
こ う た

汰【矢小】

原
はら

康
やすひと

人【青小】坪
つぼもと

本啓
け い じ

嗣【中小】佐
さ じ

治笙
しょうこ

子、松
まつむら

村尚
な お き

樹、

北
きたもと

本翔
しょうたろう

太朗、米
よねもと

本春
は る き

樹【那中】松
まつした

下凜
りん

、松
まつした

下蓮
れん

【双中】

平
ひらまつ

松昂
こうだい

大、中
なかはら

原大
は る と

翔、中
なかしま

島麻
ま い

衣、桔
ききょう

梗祐
ゆ う じ

次

◇人権作文◇
【那小】鍜

か じ

治楓
ふ う た

太【双小】矢
や の う

能心
こころ

、村
むらかみ

上響
ひびき

【若小】吉
よ し だ

田

美
み ゆ

優【中小】太
お お た

田柚
ゆ ず き

希、松
まつおか

岡帆
ほ の か

風【双中】尾
お ざ き

崎莉
り お

音、

北
きたがわ

川雄
ゆういちろう

一朗【矢中】保
ほ て は ま

手濱介
か い と

都

◇人権ポスター◇
【相小】神

かんばら

原ひなた【那小】福
ふ く だ

田颯
そう

【双小】小
こばやし

林愛
あ い か

果、

藤
ふじばやし

林 美
み さ き

咲、安
あんどう

藤誠
ま こ と

冨【若小】三
み き

木夢
ゆ め た ろ う

太郎【中小】森
も り た

田

壮
そう

、田
た さ き

﨑菜
な な み

々美

【那中】小
こ で ら

寺詩
し お ん

恩【双中】角
かくいし

石雅
まさとも

友、佐
さ え き

伯桜
さくら

、平
ひらかた

方

優
ゆ き

希、山
やまもと

本結
ゆ い

依【矢中】堀
ほ り の う ち

ノ内光
ひ な

夏

問学校教育課　☎㉓7143／人権教育推進室　☎㉓7145夏休みの課題優秀作品特選者（※敬称略）

問体育振興課　☎㉓7170

☆スポーツ賞金賞☆
【団体】相生産業高等学校男子少林寺拳法部

 相生産業高等学校女子少林寺拳法部

【個人】安
や す だ

田夏
な つ こ

子（剣道）

☆スポーツ賞銀賞☆
【団体】第11回兵庫県のじぎくスポーツ大会相生市選手団

【個人】松
ま つ い

井拓
た く や

也、應
お う ち

地友
と も き

樹、奥
おくざわ

澤知
ち か

香（少林寺拳法）、

三
さ ん だ

田哲
てっぺい

平、橿
かしばやし

林柊
と わ

和、山
やました

下夏
な つ き

希（ボート）、竹
たけうち

内龍
りゅうせい

生（柔

道）、平
ひ ら の

野芙
ふ う か

佑花（リレー）、竹
たけなか

中房
ふ さ こ

子（ソフトボール投）、

渡
わたなべ

辺政
まさよし

良（砲丸投）、竹
たけひら

平秀
ひ で お

夫、中
なかもと

本環
たまき

、原
は ら だ

田邦
く に こ

子（ジャ

ベリックスロー）、真
ま と の

殿悠
ゆ う き

生、峰
みねやす

安海
か い と

斗（水泳）、真
ま と の

殿

皓
て る き

生（卓球）

☆スポーツ賞銅賞☆
【個人】小

こ ざ き

崎こころ、山
や ま ね

根希
のぞみ

（少林寺拳法）、吉
よ し だ

田大
だ い き

騎（柔

道）、西
にしうら

浦圭
けいすけ

祐（ボート）、松
まつもと

本洋
よ う こ

子、富
とみやま

山律
り つ こ

子、日
ひ よ り

和

よし子
こ

、浦
うら

二
じ ろ う

郎（ソフトボール投）、松
まつもと

本哲
さとし

（砲丸投）、

山
や ま だ

田政
まさはる

晴（アキュラシーディスリート）

平成29年度前期「相生市スポーツ顕彰」受賞者（※敬称略）

問生涯学習課　☎㉓7144

◎日本画の部◎
市 藤

ふ じ い

井恭
きょうこ

子、議 ダニー・リー、ラ 米
よ ね だ

田三
み え

枝、ロ 前
まえかわ

川

義
よしたか

隆、青 山
やまもと

本公
き み こ

子、神 山
やました

下 悟
さとる

◎洋画の部◎
市 橋

はしもと

本正
まさふみ

史、議 西
に し だ

田管
す が お

男、教 日
ひ か さ

笠純
じゅんこ

子、奨 岸
きしもと

本晃
あきら

、

美 脇
わきもと

本明
あきら

、ラ 三
み き

木敏
と し お

夫、ロ 内
う つ み

海和
か ず こ

子、青 寺
てらおか

岡靜
し ず え

枝、

神 坪
つぼうち

内智
ち え み

恵美

◎工芸・彫刻・デザインの部◎
市 西

に し だ

田管
す が お

男、議 三
み う ら

浦麗
れ い こ

子、教 村
む ら き

木澄
す み こ

子、奨 名
な だ

田博
ひろし

、

美 毛
も う り

利勉
つとむ

、ラ 川
かわさき

崎等
ひとし

、ロ 毛
も う り

利勉
つとむ

、青 立
たつかわ

川雅
まさかず

一、神
加
か し ま

嶋眞
ま ゆ み

由美

◎書（漢字・漢字調和体）◎
市 宮

みやもと

本華
か け い

逕、議 河
こうもと

本江
こうふう

楓、ラ 中
なかはま

濱子
し ほ う

峰、ロ 北
き た や

谷花
か お

和、

青 小
こ た に

谷荷
か こ う

香、神 石
い し い

井楊
よ う か

花

市…市長賞、議…議長賞、教…教育委員会賞、
奨…奨励賞、美…相生美術協会賞、
ラ…相生ライオンズクラブ賞、
ロ…相生ロータリークラブ賞、
青…相生青年会議所賞、神…神戸新聞社賞

◎書（仮名・仮名調和体）◎
市 中

なかやま

山創
そう

、議 小
こ た に

谷荷
か こ う

香、教 松
まつした

下玉
ぎょくしん

信、奨 石
い し い

井月
げつばい

梅、

美 久
く ぼ

保杏
あ ん な

奈、ラ 加
か の う

納響
きょう

、ロ 木
き だ

多至
しみょう

妙、青 青
あ お き

木香
こおゆう

遊、

神 宮
みやざき

崎弘
ひ ろ こ

子

◎写真◎
市 藤

ふ じ い

井勝
かつひこ

彦、議 酒
さ か い

井秀
ひでたか

猛、教 巻
まきはた

幡保
たもつ

、奨 鈴
す ず き

木辰
た つ み

美、

奨 三
み わ

輪益
ますひろ

弘、奨 米
よ ね だ

田稔
としまさ

正、奨 森
もりぐち

口正
ま さ き

基、奨 井
い せ き

関一
かずふみ

文、

奨 髙
た か つ

津しづ子
こ

、奨 山
やまもと

本裕
やすのぶ

宣、美 瀬
せ た

田幸
ゆきはや

生、ラ 泉
い ず た

田

英
ひでゆき

幸、ロ 本
もとまつ

松義
よしあき

章、青 野
の む ら

村正
ま さ し

志、神 向
む か い

井 寿
ひさし

相生市美術展表彰者（※敬称略）
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扶桑電通なぎさホール 
　　～イベント情報～ ☎㉓7118

秋
あきかわ

川雅
まさふみ

史コンサート
聴いてよく分かるクラシック

■日時　12月10日㈰15時開演
★チケットぴあ（Pコード：348351）でも販売中！

―  休館日情報  ―
11⁄14㈫・15㈬・21㈫・24㈮・28㈫、12⁄5㈫
・12㈫・19㈫・20㈬・25㈪・26㈫・29㈮  ～1⁄3㈬

ロビーコンサート「なぎさライブ」
■日時　12月9日㈯18時30分開演
■出演者　マリンテット（マリンバ）
　相生トーンチャイムアンサンブル
★ 当日は「クリスマスツリー点灯式」も

行います。

なぎさシネマ

①「映画ドラえもんのび太の
　　南極カチコチ大冒険」（子ども向け）
■日時　12月23日㈯10時～11時40分

②「関ヶ原」（大人向け）
■日時　12月23日㈯
　　　　〈1回目〉13時30分～16時
　　　　〈2回目〉18時30分～21時

★詳しくは広報折込チラシをご覧ください

お
知
ら
せ

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は

12
月
末
ま
で

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
７
１
６
８

　

5
月
末
に
対
象
者
に
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
利
用
し

て
い
な
い
人
は
ぜ
ひ
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。（
赤
穂
市
民
病
院
は

12
月
22
日
㈮
ま
で
）

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
外
の

人
も
、
検
診
は
3
月
末
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
2
年
に

1
度
は
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

実
施
医
療
機
関
な
ど
に
つ
い

て
は
、
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
7

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
赤
穂
市
民
病
院
は
追
加
検
診

費
用
（
超
音
波
検
診
）
と
し
て

別
途
１
，０
０
０
円
必
要
で
す
。

狩
猟
期
間
中
の
事
故
に
注
意
！

問
農
林
水
産
課
☎
㉓
７
１
５
６

　

11
月
15
日
㈬
～
平
成
30
年
3

月
15
日
㈭
は
狩
猟
期
間
で
す
。

　

期
間
中
、
山
間
部
で
は
、
狩

猟
者
も
入
山
者
も
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
、
狩
猟
に
よ
る
事

故
の
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
無
用
の
入
山
は
控
え
る
。

◆
入
山
時
に
は
明
る
い
色
の
服

装
で
。
白
タ
オ
ル
は
鹿
と
間
違

わ
れ
や
す
い
の
で
注
意
を
。

◆
複
数
で
入
山
し
、
会
話
な
ど

で
存
在
を
知
ら
せ
る
。

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

実
施
期
間

問
地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

☎
㉓
７
１
３
０

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る

行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
毎
月
第
1
火
曜
日

に
「
女
性
の
た
め
の
相
談
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
兵
庫
県
女
性
家
庭
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
７
８-

７
３
２-

７
７
０
０
）
で
は
電
話
相
談
も

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調

月
間
「
地
域
ぐ
る
み
で
育
て
る

相
生
っ
子
」問

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
５
０
７
０

　

相
生
市
で
は
少
年
の
検
挙
人

員
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
全

国
で
は
重
大
事
件
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
・
若
者
の
健

や
か
な
成
長
を
、
家
庭
・
学
校

だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
で
見

守
り
、育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

看
護
専
門
学
校
一
般
入
学
試
験

問
看
護
専
門
学
校
☎
㉒
７
１
１
０

▼
募
集
学
科　

看
護
学
科
（
看

護
師
3
年
課
程
）

▼
出
願
資
格　

高
等
学
校
卒
業

（
見
込
み
含
む
）
お
よ
び
学
校

教
育
法
第
90
条
第
1
項
に
該
当

す
る
人
（
見
込
み
含
む
）

▼
定
員　

40
人

▼
修
業
年
限　

3
年

▼
考
査
料　

２
０
，
０
０
０
円

▼
願
書
受
付　

12
月
1
日
㈮
～

国
の
教
育
ロ
ー
ン

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学

時
・
在
学
中
に
か
か
る
費
用
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。
お
子
さ
ん
１
人
あ
た
り

３
５
０
万
円
以
内
を
、
固
定
金

利
で
利
用
で
き
、
在
学
期
間
中

は
利
息
の
み
の
返
済
も
可
能
で

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

1
月
4
日
㈭
※
当
日
消
印
有
効

▼
試
験
科
目　

国
語
総
合
（
古

文
・
漢
文
を
除
く
）、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
基
礎
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
、
数

学
Ⅰ
ま
た
は
生
物
基
礎
、
面
接

▼
試
験
日　

1
月
11
日
㈭

▼
試
験
会
場　

総
合
福
祉
会
館

▼
合
格
発
表　

1
月
22
日
㈪

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
あ
い
お
い

☎
㉒
０
９
２
０

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

未
加
入
の
事
業
主
は
、
早
急

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

催
し
・
講
座

個
人
事
業
税
（
第
2
期
）
の

納
期
限
は
11
月
30
日
㈭

問
龍
野
県
税
事
務
所

☎
０
７
９
１
‐
６
３
‐
５
６
７
０

　

最
寄
り
の
銀
行
な
ど
の
金
融

機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便

局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
申
込
は
、
お
近

く
の
県
税
事
務
所
へ
。

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

問
子
育
て
元
気
課
☎
㉒
７
１
７
５

　

児
童
虐
待
の
解
決
に
は
、
早

期
発
見
・
早
期
対
応
が
重
要
で

す
。
児
童
相
談
所
全
国
共
通
3

桁
ダ
イ
ヤ
ル
１い
ち
は
や
く

８
９
と
は
、
虐

待
を
疑
っ
た
時
、
す
ぐ
に
児
童

相
談
所
に
通
告
・
相
談
で
き
る

全
国
共
通
の
電
話
番
号
で
す
。

少
し
で
も
思
い
当
た
る
こ
と
が

あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

参
加
費
の
記
載
が
な
い
場

合
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

人
権
街
頭
啓
発
活
動

問
総
務
課
☎
㉓
７
１
２
６

　

ど
根
性
大
根
大
ち
ゃ
ん
が
、

一
日
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

人
権
擁
護
委
員
と
と
も
に
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
13
日
㈬
15
時
30

分
か
ら
（
グ
ッ
ズ
が
な
く
な
り

次
第
終
了
）

▼
場
所　

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
相

生
南
店　

店
頭

資
料
館
特
別
展

問
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
㉓
２
９
６
１

「
本
町
商
店
街
１
０
０
年
の
あ

ゆ
み
」

▼
内
容　

昭
和
の
本
町
商
店
街

の
写
真
や
資
料
を
展
示

▼
期
間　

11
月
25
日
㈯
～
12
月

4
日
㈪

▼
場
所 

扶
桑
電
通
な
ぎ
さ

ホ
ー
ル
1
階
ホ
ワ
イ
エ

「
本
町
商
店
街
１
０
０
年
の
あ

ゆ
み
座
談
会
」

▼
日
時　

12
月
2
日
㈯
13
時
30

分
（
13
時
受
付
開
始
）

▼
場
所 

扶
桑
電
通
な
ぎ
さ

ホ
ー
ル
1
階
中
ホ
ー
ル

▼
定
員　

先
着
80
人
（
予
約
不

要
）

★
特
別
展
期
間
中
の
土
・
日
曜

日
は
、
16
時
30
分
ま
で
資
料
館

を
開
館
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
史
跡
め
ぐ
り

問
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
㉓
２
９
６
１

▼
日
時　

12
月
8
日
㈮
13
時
市

役
所
玄
関
前
集
合
※
雨
天
中
止

▼
コ
ー
ス　

市
役
所
→
歴
史
民

俗
資
料
館
→
犬
塚
五
輪
塔
（
市

指
定
文
化
財
）→
磐
座
神
社（
コ

ヤ
ス
ノ
キ
叢
林
：
県
指
定
天
然

記
念
物
）
→
大
ム
ク
ノ
キ
（
県

指
定
天
然
記
念
物
）
→
金
峯
神

社
（
お
か
げ
参
り
柄
杓
奉
納

額
：
市
指
定
文
化
財
）
→
市
役

所
〈
帰
着
予
定
16
時
〉

※
移
動
は
主
に
バ
ス

▼
定
員　

先
着
20
人

▼
申
込　

11
月
15
日
㈬
か
ら
30

㈭
ま
で
に
歴
史
民
俗
資
料
館
へ

（
電
話
可
）

西
播
磨
く
す
の
木
学
級

上
郡
教
室

問
生
涯
学
習
課
☎
㉓
７
１
４
４

▼
内
容　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
、
歴
史
講
座
、
ミ
ニ
門
松
作

り▼
日
時　

12
月
23
日
㈯
10
時
～

16
時

▼
場
所　

つ
ば
き
会
館
、
郷
土

資
料
館
（
い
ず
れ
も
上
郡
町
）

▼
定
員　

先
着
20
人

▼
申
込　

11
月
30
日
㈭
ま
で
に

生
涯
学
習
課
へ

★
送
迎
可
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト問

社
会
福
祉
課
援
護
福
祉
係

☎
㉒
７
１
６
６

▼
内
容　

ふ
れ
あ
い
お
楽
し
み

会
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

▼
対
象　

小
学
3
年
生
以
下
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
日
時　

12
月
16
日
㈯
10
時
30

分
～
12
時
（
10
時
受
付
開
始
）

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
4
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
主
催　

相
生
市
民
生
児
童
委

員
協
議
会
、
主
任
児
童
委
員

身
体
障
害
者
相
談
員
巡
回
相
談

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
㉒
７
１
６
７

　

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

な
ど
の
身
近
な
相
談
者
と
し
て

活
動
し
て
い
る
身
体
障
害
者
相

談
員
が
巡
回
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
申
込
不
要
）

▼
日
時　

11
月
26
日
㈰
10
時
～

12
時

▼
場
所　

緑
ケ
丘
自
治
会
館

相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

問
相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
４
０
５
０

▼
対
象　

概
ね
60
歳
以
上
の
人

▼
日
時　

12
月
5
日
㈫
13
時
30

分▼
場
所　

相
生
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室

小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
・

ポ
ス
タ
ー
展

問
相
生
税
務
署
☎
㉓
０
３
８
０

▼
日
時　

11
月
11
日
㈯
～
17
日

㈮
9
時
～
20
時

▼
場
所　

コ
ー
プ
デ
イ
ズ
相
生

店
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公民館名 日　時 行　事 定員 内　容

矢野
☎㉙0002

11月25日㈯9時～17時
11月26日㈰9時～15時

矢野公民館
まつり作品展

― 学習成果の発表や作品・写真の展示

12月12日㈫
10時～11時30分

寄せ植え作り 10人
クリスマス・正月向けの作品を作る。
材料費：2,500円、締切：11月28日㈫

12月16日㈯
10時～12時

クレイクチュール
作り★

25人
樹脂粘土でブローチかキーホルダーを作
る。材料費：400円、締切：12月2日㈯

若 狭 野 多
目 的 研 修
センター
☎㉘0001

12月1日㈮
9時30分

絵てがみの
年賀状づくり教室

15人 持ち物：はがき

12月14日㈭・25日㈪
13時30分

お正月の華道教室 15人
格花（若松・万年青）、盛花
材料費：時価

東部
☎㉒7804

12月2日㈯
9時30分～12時

クリスマスケーキ
作り★

8人 対象：小学4年生以上、材料費：500円

12月25日㈪
9時30分～12時

冬の工作教室★ 15人
粘土でクリスマスリースを作る。対象：小学生
※3年生以下は保護者同伴、材料費：300円

相生
☎㉒7153

12月10日㈰
12時30分

相生公民館祭り
（芸能発表会）

― 日頃の学習の成果を発表

公民館だより 　市民を対象に、工夫を凝らしたさまざまな講座を開催しています。
申込は11月15日㈬から各公民館へ。★は子どもチャレンジパスポート事業

特に期限は定めず、随時受け付けています。
窓口での受け付けは、土・日、祝日を除く8時30分～17時15分です。

■業務内容　就労や疾病などで、昼間に保護者が家にい
　ない小学校の児童を小学校施設内で保育する
■採用人員　若干名
■応募資格　保育士、幼稚園教諭または小中学校教諭免
　許、社会福祉士資格などを有する59歳までの人
■任用期間　平成30年3月31日まで（更新の可能性あり）
■勤務時間　授業修了時刻から18時まで（長期休業期

放課後児童保育指導員（パート職員） 問生涯学習課　☎㉓ 7144

　間中は8時15分～18時の間で割り振り）
　※学校行事などにより休日出勤あり
■勤務場所　市立小学校内放課後児童保育学級
■賃　　金　時間給970円
■試験内容　面接（日程などは後日連絡）
■申　　込　履歴書（写真貼付）および各免許
　などの写しを生涯学習課へ持参　※郵送不可

看護師（平成29年度採用正規市職員） 問市民病院　☎㉒7126

■採用人員　2人
■応募資格　昭和47年4月2日以降に生まれた人（平
　成29年4月1日おける満年齢が45歳までの人）で、
　保健師助産師看護師法に定める看護師免許を有する人

■試験内容　面接　※日程などは調整可
■申　　込　履歴書（写真貼付）と看護師免許
　の写しを市民病院へ提出　※郵送可

看護師・准看護師（臨時職員・パート職員） 問市民病院　☎㉒7126

■業務内容　看護業務（病棟・外来・訪問看護）
■採用人員　1人
■応募資格　看護師・准看護師免許を有する人
■勤務時間　38 時間45 分／週
■賃　　金　日額8,410円～ 12,000 円
■手　　当　通勤・期末・時間外・特殊勤務
■加入保険　雇用・社会保険
■試験内容　面接　※日程などは調整可

■�申　　込　履歴書（写真貼付）と看護師免許
の写しを市民病院へ提出　※郵送可

※ パート職員（時間給1,090～1,500円）の勤務時間
および勤務形態については相談に応じます。

　（例えば、半日などの短時間勤務や隔日勤務など）
※訪問看護については、専任（パート職員）も可です。

求人情報
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広 

告

催
し
・
講
座

参
加
費
の
記
載
が
な
い
場

合
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■期　間　11月7日㈫～平成30年3月21日㈬
■料　金　大人10,300円～、小人5,250円～
　※往復運賃とカニ料理の昼食（税・サ込）
■コース　鳥取、三朝温泉、はわい温泉

　ＪR相生駅を愛する会より「かにカニ日帰り
エクスプレス」のお知らせです。

問JR西日本お客様センター☎0570-00-2486

かにカニ日帰りエクスプレス

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー
短
期
講
座

問
生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
２
７
７
７

▼
内
容　

連
鶴
づ
く
り

▼
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人

▼
日
時　

11
月
29
日
㈬
、
12
月

6
日
㈬
・
20
日
㈬
9
時
30
分
～

12
時
30
分

▼
場
所　
生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　

先
着
10
人

▼
申
込　

11
月
15
日
㈬
10
時
か

ら
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
不

可
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

問
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学

院
☎
０
７
８-

９
２
７-

３
２
３
０

▼
対
象　

障
害
が
あ
る
求
職
者

▼
開
催
日　

12
月
10
日
㈰

▼
募
集
科
目 

も
の
づ
く
り
科

・
ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科
・
情
報
サ

ー
ビ
ス
科

▼
締
切　

12
月
1
日
㈮

ひ
と
り
親
家
庭

親
子
バ
ス
旅
行

問
婦
人
共
励
会
事
務
局

☎
㉒
７
１
７
５

▼
対
象　

会
員
ま
た
は
入
会
を

希
望
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
保

護
者
と
子
（
小
・
中
学
生
）

※
兄
弟
に
幼
児
が
い
る
場
合
は

幼
児
も
対
象

▼
日
時　

12
月
2
日
㈯
8
時
～

18
時
30
分
（
帰
着
予
定
）

▼
行
き
先　

京
都
鉄
道
博
物
館

と
東
映
太
秦
映
画
村

▼
定
員　

先
着
40
人

▼
参
加
費　

大
人
１
，
０
０
０

円
、
子
ど
も
５
０
０
円

※
別
途
年
会
費
５
０
０
円
必
要

▼
申
込　

11
月
17
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
婦
人
共
励
会
事
務
局
へ

★
参
加
者
に
は
、
後
日
は
が
き

で
詳
細
を
通
知
し
ま
す
。

問
体
育
振
興
課
☎
㉓
７
１
７
０

①
小
学
生
冬
季
陸
上
教
室

▼
対
象 

市
内
小
学
生

▼
日
時　

11
月
25
日
㈯
、
12
月

2
日
㈯
・
9
日
㈯
・
16
日
㈯

9
時
～
11
時

②
陸
上
競
技
合
同
練
習
会

▼
対
象 

市
内
中
学
生
以
上（
郡

市
区
駅
伝
参
加
予
定
者
含
む
）

▼
日
時　

11
月
25
日
㈯
、
12
月

2
日
㈯
・
9
日
㈯
・
16
日
㈯
、

１
月
６
日
㈯
・
13
日
㈯
・
20
日

㈯
・
27
日
㈯
9
時
～
11
時

①
②
共
通
事
項

▼
内
容　

長
距
離
走

▼
場
所　

相
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

▼
参
加
費　

５
０
０
円
／
人

▼
申
込　

参
加
費
を
添
え
て
体

育
館
へ

※
悪
天
中
止

相
生
湾
チ
ビ
ッ
子
駅
伝

競
走
大
会

▼
部
門
（
対
象
）

①
小
学
男
子
（
市
内
お
よ
び
千

種
川
水
系
の
小
学
4
～
6
年

生
）
1
区
・
5
区
＝
2
㎞
、
2

～
4
区
＝
1.5
㎞

②
小
学
女
子
（
①
と
同
様
）

③
中
学
男
子
（
西
播
磨
地
区
の

中
学
生
）1
区
・
5
区
＝
4
㎞
、

2
～
4
区
＝
3
㎞

④
中
学
女
子
（
西
播
磨
地
区
の

中
学
生
）1
区
・
5
区
＝
3
㎞
、

2
～
4
区
＝
2
㎞

※
①
～
④
の
部
門
は
5
区
間
、

1
チ
ー
ム
選
手
5
人
と
控
え
2

人
の
計
7
人
以
内

⑤
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

（
市
内
幼
稚
園
児
以
上
で
構
成

す
る
家
族
）
1.5
㎞

※
小
学
3
年
生
以
下
は
、
中
学

生
以
上
の
同
伴
が
必
要

▼
日
時　

12
月
10
日
㈰
8
時
30

分
（
7
時
40
分
受
付
開
始
）

※
小
雨
決
行

▼
場
所　

Ｉ
Ｈ
Ｉ
ふ
れ
あ
い
広

場
お
よ
び
構
内
道
路

▼
参
加
費　

２
，５
０
０
円（
市

内
団
体
は
１
，
５
０
０
円
）
／

チ
ー
ム

※
⑤
は
３
０
０
円
／
人

▼
申
込　

11
月
21
日
㈫
ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
体
育
館
へ

「
相
生
っ
子
学
び
塾
」
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師

問
生
涯
学
習
課
☎
㉓
７
１
４
４

①
英
語
科
目

▼
内
容　

単
語
学
習
、
英
会
話

学
習
の
指
導

▼
条
件　

小
学
生
の
英
語
教
育

に
関
心
の
あ
る
人
や
英
語
の
指

導
経
験
の
あ
る
人
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たつの�障害年金��相談センター

所長　社労士　山本日出男
相談無料　対象年齢（20～64歳）
まず☎ください　0791-72-8165

受付時間　月～金　9～17時
場所　山本社会保険労務士事務所
　　　　又は相生市内
龍野町片山110-2
 たつの障害年金/検索

 

住宅名 間取り 戸数 家賃 基本申込資格 戸別申込資格
相生駅南

再開発住宅
（大石町）

3LDK 2戸
57,000円

（別途共益費
3,000円）

①市内に住所または勤務場所のある人
②現に住宅に困っている人 2人以上の世帯

佐方定住促
進住宅（佐方
1丁目:旧雇用

促進住宅）

3DK 7戸
以内

39,000円
（別途共益費

1,000円）

①市内に定住するための住宅が必要な人
②入居しようとする家族全員の年収合
　計の12分の1が、家賃の3倍以上
　（117,000円以上）であること

2人以上の世帯

市営
西後明住宅
（西後明）

3DK 2戸 14,500円
～29,600円

①市内に住所または勤務場所のある人
②現に住宅に困っている人
③ 入居しようとする家族全員の政令月収

が、158,000円以下（裁量階層世帯は、
214,000円以下。子育て世帯、40歳未
満の新婚世帯などは259,000 円以下）

2人以上の世帯。60歳以
上の人、身体障害者（1
～4級）および精神障害
者（1～3級 ） ほ か、 一
定の条件に該当する場
合は単身でも可

市営
城谷住宅
（竜泉）

3DK 1戸 15,000円
～31,500円

県営
相生若狭野

高層住宅
（八洞）

3LDK 7戸 24,700円
～63,900円

①県内に住所または勤務場所のある人
②現に住宅に困っている人
③ 入居しようとする家族全員の政令月収

が、158,000円以下（裁量階層世帯は、
214,000円以下。中学校を卒業するま
での子どもがいる世帯および合計年齢
が80歳未満で婚姻成立後2年以内の夫
婦世帯は、259,000円以下）

2人以上の世帯
2DK 1戸 21,300円

～52,600円

2DK 1戸 22,200円
～53,500円

60歳 以 上 の 単 身 世 帯。
60歳以上の人とその配
偶者または親族（18歳
未満の人・50歳以上の
人・中度以上の障害者
のいずれか）の場合は2
人以上の世帯でも可

【受付】11月20日㈪～30日㈭8時30分～17時15分（土・日、祝日を除く）
【申込】窓口備え付けの申込用紙に記入し、必要書類を添えて提出。

問建設管理課　☎㉓7134

②
国
語
・
算
数
科
目

▼
内
容　

小
学
5
・
6
年
生
へ

の
プ
リ
ン
ト
学
習
指
導

▼
条
件　

教
員
・
塾
講
師
な
ど

の
経
験
者
や
子
ど
も
へ
の
教
育

に
関
心
の
あ
る
人

①
②
共
通
事
項

▼
日
時　

3
月
ま
で
の
週
2
回

程
度
（
原
則
、
月
ま
た
は
水
曜

日
）
14
時
30
分
～
16
時
30
分

※
参
加
は
月
1
回
か
ら
で
も
可

▼
場
所　

市
内
7
小
学
校

▼
謝
礼
金　

１
，
０
０
０
円
／

時
間　

※
交
通
費
支
給
な
し
、
雇
用
保

険
な
し

▼
申
込　

生
涯
学
習
課
へ

学
校
給
食
代
替
員
登
録
者

問
学
校
教
育
課
☎
㉓
７
１
４
３

　

学
校
給
食
員
お
よ
び
配
膳
員

の
代
替
員
（
兼
務
可
）
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

常
勤
の
給
食
員
お
よ
び
配
膳

員
が
休
暇
な
ど
を
取
得
す
る
際

に
、
調
理
業
務
・
配
膳
業
務
に

従
事
す
る
要
員
で
す
。

　

登
録
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
を
学
校
教
育
課
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 応募多数の場合抽選。ただし、定住促進住宅は受付期間終了後も空室がある場合は、先着順で入居申込 
を受け付けます。いずれも敷金は、家賃の3カ月分必要。申込資格は下記以外にもあります。

　詳しくは、お問い合わせください。

入居者募集

あなたの街の便利屋です

引越し、片付け、家具処分、剪定、
草刈、家屋・屋根修理 など

あいサポート 0791-42-4117

小さな仕事も喜んで
あなたのお手伝い
致します
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休日診療当番医（在宅当番医制）

11月
19日㈰ 佐藤泌尿器科 ☎�6345
23日㈭ きょう整形外科医院 ☎㉒7000
26日㈰ しんりゅうクリニック ☎�6287

12月
3日㈰ 尾崎内科クリニック ☎㉔7070

10日㈰ ノア整形外科クリニック ☎�5700
(注)  9時から17時までで急病患者に限ります。

休日・夜間の水道当番（緊急時のみ）

11月
11～20日 赤松設備工業㈱

夜　☎㉓4121
昼　☎㉓4121

21～30日 三業㈱
夜　☎㉒5129
昼　☎㉒5129

12月
1～10日 ㈲小林水道工業所

夜　☎㉒0734
昼　☎㉒0734

11～20日 ﾃﾗﾓﾄｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ㈱
夜　☎㉕1312
昼　☎㉔0066

図書館通信

12月1日は世界エイズデー
問赤穂健康福祉事務所　☎㊸2321

　毎月2回HIV抗体検査を無料で実施しています（匿名・
要予約）。詳しくは、お問い合わせください。
■検査日時　原則第1・3火曜日13時20分～15時
★ 龍野健康福祉事務所（☎0791-63-5140）でも同日の

13時～14時50分に実施しています。

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
問神戸地方法務局人権擁護課　☎078-392-1821

　夫・パートナーからの暴力、セクシュアル・ハラスメ
ントなど女性をめぐる様々な人権問題について電話相談
に応じます。（秘密厳守）
■日時　11月13日㈪～19日㈰8時30分～19時
　※18日㈯・19日㈰は10時～17時
■電話番号　0570-070-810（全国共通ナビダイヤル）
■担当者　人権擁護委員、法務局職員

いずれも無料。場所は図書館 3 階。
詳細は図書館☎㉓ 5151 へお問い合わせください。

『子ども劇場』※幼児・小学生対象。申込不要。
トーンチャイム
■内容　秋風コンサート「夢をかなえてドラえもん
　村まつり」ほか（グループ：相生トーンチャイム）
■日時　11月18日㈯11時～11時30分

おはなし会
■内容　絵本の読み聞かせ「わたしとあそんで」ほか
　おはなし「ちいちゃい、ちいちゃい」ほか
　（グループ：あいおいおはなしの会）
■日時　11月26日㈰11時～11時30分

『大人のための―クリスマスおはなし会』
■内容　大人対象に昔話などを語る
■日時　12月13日㈬10時30分～12時

■講師　中
な か お

尾和
か ず こ

子さん
■定員　先着25人程度
■申込　図書館事務室へ（電話可）

死亡日 氏名（※敬称略） 年齢 住　　所

9/27 番
ばんしょう

匠　義
よしろう

郎 90 向陽台
9/27 松

まつばら

原　俊
としかず

和 85 若狭野町野々
9/30 寺

てら お

尾　弘
ひろみ

己 83 若狭野町若狭野
10/2 末

すえとも

友　知
とも や

哉 84 青葉台
10/3 川

かわ た

田　サダエ 93 若狭野町上松
10/4 住

すみ だ

田　正
まさあき

秋 64 若狭野町雨内
10/5 久

く が

我　よし子
こ

92 佐方 2丁目
10/5 山

やまもと

本　清
きよし

82 若狭野町福井
10/7 高

たかはし

橋　和
かず こ

子 70 竜泉町
10/9 和

わ だ

田　　廣
ひろ

88 若狭野町八洞
10/13 松

まつもと

本　聖
さと み

美 87 矢野町二木
10/13 松

まつもと

本　刀
とう じ

次 75 矢野町上土井
10/13 森

もりかわ

川　薫
かおる

80 千尋町
10/15 小

おが わ

川　和
かずひろ

宏 61 山手１丁目
10/17 野

のむ ら

村　とよ子
こ

79 佐方１丁目
10/23 竹

たけうち

内　美
み よ

代 86 緑ケ丘 2丁目
10/25 山

やまもと

本　和
かずひろ

廣 70 汐見台

おくやみ ご冥福をお祈りします

よし



広 

告

information

19 2017.11広報

交番(駐在)別 件数 死者 傷者
相 生 駅 前 43 0 61
那 波 野 23 0 33
中 央 通 23 0 32
丘 の 台 27 0 32
若 狭 野 18 1 24
矢 野 9 0 15

合計 143 1 197

人身交通事故発生件数（9月末累計）
問相生警察署　☎㉒0110

編 集

後 記

　風が冷たくなり、冬の訪れを
感じる季節となりました。まち
の至る場所では、もみじが赤く

色づいています。私の好きなイロハモミ
ジは、葉っぱの切れ込みを「い、ろ、は、
に」と順番に数えたことからそう呼ばれ
ているそうです。また、その花言葉は「大
切な思い出」です。19日まで羅漢の里で
は、もみじまつりが開催されています。
12日のメイン日には、ご当地グルメやス
テージ、キッズエリアでも楽しめますの
で、大切な人と「大切な思い出」を作り
に来てみませんか。

問子育て世代包括支援センター　☎㉒7156
乳幼児健診

※ 詳しくは、市民カレンダー25ページをご覧
ください。

◆2歳児歯科健康診査（H27年3・4・5月生）
　11月28日㈫13:15～14:15受付
◆1歳6カ月児健康診査（H28年4・5月生）
　12月5日㈫13:00～14:00受付

相　談　名 日　時 場　所 問い合わせ

行政相談 11月15日㈬
13:30～15:00

総合
福祉会館 　総務課　

☎㉓7126
人権相談 12月13日㈬

13:00～15:00
総合

福祉会館
弁護士による消費生活
相談予

11月20日㈪
9:30～11:30

市役所
3号館 地域振興課

☎㉓7130
女性のための相談室予 12月5日㈫

13:00～16:00
旧

市民会館

消費生活相談  毎週月～金曜日
 9:00～16:00

市役所
3号館

消費生活センター
☎㉓7149

知的障害者相談 11月16日㈭
9:30～12:00

総合
福祉会館

社会福祉課
☎㉒7167身体障害者相談 12月10日㈰

10:00～12:00

精神障害者相談 12月9日㈯
13:30～15:30

教育相談
「相生サテライト」予

11月27日㈪
12月11日㈪

総合
福祉会館

赤穂特別支援
学校☎㊸9266

もの忘れ相談 11月24日㈮
13:30～15:30

総合
福祉会館

地域包括支援
センター☎㉓7260

弁護士による法律相談
予

11月18日㈯
12月2日㈯
9:00～12:00 総合

福祉会館
社会福祉協議会

☎㉓2666
ふれあい心配事相談 12月11日㈪

13:30～16:00

農地相談予 12月12日㈫
13:30～15:30

農業委員会
☎㉓7140

あいおいっ子悩み相談
予

11月24日㈮
12月8日㈮
13:00～16:00 少年育成センター

☎㉓5070
教育相談 毎週 ㈫・㈭

13:00～16:00

エイズ・肝炎相談予
11月21日㈫
12月5日㈫
13:20～15:00 赤穂健康福祉事務所

☎㊸2321
栄養相談予 12月8日㈮

9:30～11:30

経営なんでもナンデモ
相談会予
※詳細は広報折込チラシ参照

11月16日㈭
13:00～16:00

（融資相談のみ
10:00～16:00） 商工会議所

☎㉒1234
融資相談予 12月8日㈮

13:00～16:00新規創業相談予

就活セミナー予 11月16日㈭
14:00～16:00

ハローワーク相生
☎㉒0920

年金出張相談予
※代理人の場合は本人の委任状と受
　任者の本人確認ができるものが必要

12月7日㈭
10時～15時

扶桑電通
なぎさホール

姫路年金事務所
☎079-224-6385

予：要予約く ら し の 相 談

市税などの納期限
問徴収対策室　☎㉓7152

納期限：11月30日㈭

◆国民健康保険税（5期）
◆後期高齢者医療保険料（5期）

※国保税を口座振替で納付していた人で、　
　新たに後期高齢者医療保険の対象（75歳）
　となった人は、再度、申し込みが必要です。
※口座振替の人は、残高確認を！
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　市の人口・世帯数
＜平成29年9月末現在＞

（　）は先月比

●世帯数　13,409世帯(+5)
●人　口　30,134人(-13)
　　  男　14,570人(-1)
　　  女　15,564人(-12)

  出生12人　死亡30人
  転入64人　転出59人

あいおいえんじぇるず

ゆいかちゃん（Ｈ 26.6.29 生）

大
お お え

江さん（赤坂 2 丁目）
これからも元気にすくすく育ってね！！

概ね 3歳までの子どもの写真（データ可）、氏名、生年月日、性別、住所、
保護者氏名、電話番号、一言を記入のうえ、郵送・メール・持参のいずれか
の方法でお申し込みください。（掲載月指定不可）問企画広報課秘書広報係

お子さんの写真を
　掲載しませんか？

夢は腕自まんの漁師

　ぼくは将来、相生市で一番の腕自まんの漁師になりたいです。
三年生の時、総合の勉強で初めて船に乗り、もっと船に乗りた
いなと思いました。その後、お父さんと釣りに行った時、イワ
シ・アジ・ハゼなどの小魚しか釣れなかったので、もっと大き
な魚を釣り、家族といっしょに食べたいと思いました。
　そこで、二つの事ができるのは、何だろうと考えました。
思いついたことは、漁師になるということでした。
　船の免許をとって、太刀魚やクロダイ・アナゴやうなぎなど
の大きな魚を釣りたいです。そして、釣った魚を自分で宣伝し
ながら、ペーロン城で売ります。魚が苦手な子には、おいしい
食べ方も紹介したいと思います。
　これから夢がかなうまで、ぼくは、何事にも努力を惜しまず
がんばっていくつもりです井

い か わ

川 真
ま お

緒 さん　(中央小6年)

My Dream
　私の将来の夢は、看護師になることです。なぜかというと、
私が風邪をひいている時、ずっと付きそってくれて、そのあた
たかさが伝わってきて、そばにいてくれるだけで心が落ち着い
たからです。それに、ニュースで災害などが原因で多くの人が
なくなっているのを見て、一人でも多くの人を救いたいと思っ
たからです。
　そのために、人が困っていたら声をかけたり、募金をしたり、
また、私のおじいちゃんには不自由なところがあるので、お手
伝いをしたりしています。今はこれぐらいしかできないけど、
一人でも多くの人に元気でいてほしいので、がんばっています。
　簡単なことではないけど、私は、たくさんの人を救い、みん
なに元気になってもらいたいです。みんなの役に立って、みん
なに信頼される人になりたいです。

信頼される看護師

そうくん（Ｈ26.9.1生）

宮
み や じ

地さん（双葉2丁目）
これからも優しくて元気いっぱいの
奏羽ちゃんでいてね！

ゆうきくん（Ｈ26.10.6生）
ゆいちゃん（Ｈ28.9.22生）

芦
あしたに

谷さん（千尋町）
2人とも仲よく元気に育ってね♡
侑輝・優衣ちゃん大好き♡♡

あいおいえんじぇるず

概ね3歳までの子どもの写真（データ可）、氏名、生年月日、性別、住所、保
護者氏名、電話番号、一言を記入のうえ、郵送・メール・持参のいずれかの
方法でお申し込みください。（掲載月指定不可）問企画広報課秘書広報係

お子さんの写真を
　掲載しませんか？

ふしぎなえ

おすすめの児童書

安野光雅／絵

　屋根の上で煙突そうじをしている小人た
ち。階段を上って手伝おうとしている仲間
がいますが、あれれ？階段と思っていたの
に、よく見るとただの壁にしか見えません。
見方によって違う風景が広がるだまし絵の
中を小人たちが生き生きと動き回ります。


